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参加者 ・やどかりサポート鹿児島 

 理事長 芝田淳氏 

 中芝あすか氏 

 牧之角康太氏 

 花岡真先氏 

・RCF 井口香穂 

2 認定NPO法人 宝塚NPOセンター 日時 令和5年12月26日（火）16:00～18:00 

場所 宝塚NPOセンター 事務所 

参加者 ・宝塚NPOセンター 

 理事長 中山光子氏 

・RCF 前田絵麻 

3 NPO法人 セカンドスペース 日時 令和6年1月12日（金）12:00～14:00 

場所 セカンドスペース 事務所 

参加者 ・セカンドスペース 

 理事長 成瀬榮子氏 

・日本NPOセンター 

 事務局長 吉田建治氏 

・RCF 井口香穂 

4 社会福祉法人 苫小牧市社会福祉

協議会 

日時 令和6年1月16日（火）13:00～15:00 

場所 苫小牧市社会福祉協議会 事務所 

参加者 ・苫小牧市社会福祉協議会 

 総合支援室室長・地域福祉課課長 

 千寺丸洋氏 

・RCF 前田絵麻 

5 NPO法人 日本スケートパーク協

会 

日時 令和6年1月17日（水）9:00～11:00 

場所 日本スケートパーク協会 事務所 

参加者 ・日本スケートパーク協会 

 理事長 河崎覚氏 

 ガバナンス監査役 岡本知子氏 

・RCF 井口香穂、清水拓人 

 

 

(3)現地調査結果 

 調査の結果、下表のとおり、各団体についての特徴（表4）及び調査の総括・示唆（表5）を得

られた。 

 

表4 各団体の事例の特徴 
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・ 利用者側から繋がりを拡大する

場合もある。 

②当事者に「責任感」を醸

成し、社会参加に繋がるき

っかけを提供している 

・ きっかけを提供することで、当

事者に役割が生まれ、社会参加

のために必要な体験を得ること

ができている。 

・ 当事者の得意なことの中ででき

ることをヒアリングし、当事者

が活躍することのできる場やき

っかけを提供することで、自分

の立場・役割に責任を持ちやり

切る経験を得て、社会参画のき

っかけをつくっている。 

4 社会福祉法人 苫小

牧社会福祉協議会 

①地域の人々が自らの意思

で支援者になれる仕組みを

持っている 

・ 地域の人々が支援を行うきっか

けをつくることによって、多く

の地域住民が苫小牧社協の取組

に関心を持つようになるだけで

なく、苫小牧社協が地域の人々

の「何かお手伝いできるかもし

れない」という気持ちを具体的

な支援ニューに繋げることで、

地域の協力を引き出し、支援の

拡大を実現している。 

②あえてクローズドな環境

を築き、安心して通える居

場所を提供している 

・ 広報については控えめにし、社

会福祉協議会と関わりのある家

庭や親子、その友人、知人、そ

して市役所の子ども相談課や青

少年課の職員による紹介や口コ

ミが主となって、活動に対する

認知が拡がっている。 

・ 職員が子どもたちの状態に応じ

て柔軟に対応し、信頼関係を築

くことに努めている。 

・ 連絡手段として、LINEや電話で

やり取りできる職員が増え、相

談しやすい環境を整えている。 

5 NPO法人 日本スケ

ートパーク協会 

①地域の管理者・利用者・

非利用者による合意形成を

重視し、支援している 

・ 公共スケートパーク設置に関す

る意見集約を担う地域の利用者

団体の立ち上げ支援や、地域の

振興に関心がある人たちとの対

話の場の設置等、非利用者の人

たちに理解し、話を聞いてもら

うための巻き込み方についての

スキームを有している。 

・ 対話の場に出てこない住民の意

見や反対意見が地域には存在す

ることを意識するよう働きかけ






